
表－ 6 ，9．2（4 ） 重 要 な 動 物 種 の確 認 状 況 （そ の 2） 十・：2－101綿 未満 ・十・：10－10噌体未満 ・州 ：10絹体以上

′、

6 －9－40

全 改 変 区 域 内 で の放 課 佃 件 数

N o． 稚 個

体
数

空 港

娘 役

予 定 地

航 空

障 害 灯

予 定 地

V O R ／

D M E

予 定 地

小 計

達 成 に よる生 息 個 体 の 消 失 に つ い て

10 ムラサキサキ◆ 3ヰ

l
（うち

翔 一
2）

○

12
（うち飛 翔

僧体2）

消 失 なし

（移 動 能 力

が高 い ）

ゴルフ 場 周 辺 の 二 次 林 、牧 草 地 及 び そ の 上 空 、♯ 川 上 流 周 辺 の

水 田、カラ岳 北 側 一 束 側 の放 牧 地 、路 傍 ・休耕 地 、二 次 林 、植 林

及 び そ の上 空 、タキ 山北 例 の 湿 地 専 で 34個 体 が社 格 され た 。この

うち 、改 変 区 域 内 で は 、空 港 施 牧 予 定 地 のゴル フ♯ 周 辺 の 二 次
林 及 び 牧 草 地 で 10僧 体 が確 降 され た が 、飛 翔 に よる移 動 能 力 が

高 く、改 変 区 域 に近 接 す るゴル フ 半 裁 地 及 び 改 変 区 域 周 辺 に移

軌 可 能 な樹 林 地 、牧 草 地 、放 牧 地 、路 傍 ・休 耕 地 等 が存 在 す る

ため 、達 成 に よる消 失 は な いもの と考 えられ る。な お 、改 変 区 域 内

のゴル フ場 周 辺 の牧 草 地 上 空 及 び カ ラ岳 東 側 の植 林 上 空 で 確
罷 され た2歯 体 は 飛 翔 個 体 で あるた め 、造 成 に よる消 失 は な い。

また、改 変 区 域 外 の ゴル フ場 周 辺 の 二 次 林 及 び 牧 草 地 、ホ 川 上

流 周 辺 の 水 田、カ ラ岳 北 側 ～ 東 側 の 放 牧 地 、路 傍 ・休 耕 地 、二

次 林 、植 林 及 び その 上 空 、タキ 山 北 例 の 湿 地 専 で確 乾 され た 24

個 体 に つ い ても、造 成 に よる消 失 はな い 。

1 1 如 ツラヘラサキ● 1 0 0 0 0 消 失 なし
採 石 場 の 沖 合 で 1個 体 が 確 罷 され たが 、改 変 区 域 には 含 まれ て

いな いことか ら、造 成 に よる消 失 は な い。

12 ミサゴ 3
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飛翔 書
体）

3
1

（飛 朋
体 ）

25
（うち飛翔
頼 体22）

消 失 なし

（移 動 能 力

が 論 い ）

ゴル フ妨 及 び そ の 周 辺 の 上 空 、カ ラ岳 周 辺 上 空 、カラ岳 山頂 蔀 、

採 石 券 及 び ゴ ル フ着 京 側 の 沖 合 等 で 38個 体 が 種 豚 され た。この

うち 、改 変 区域 内 で は 、航 空 辞 書 灯 予 定 地 の カ ラ岳 山 頂 部 で 3個
体 が確 艶 され た が 、飛 翔 に よる移 動 能 力 が 高 く、改 変 区 域 周 辺 に

移 動 可 能 な 同 様 の 鵬 が 存 在 す るた め 、達 成 による消 失 は な い

もの と考 えられ る。なお 、改 変 区 域 内 の ゴル フ場 及 び そ の 周 辺 の

上 空 で確 落 され た2 1個 体 、V O R ／D M E 予 定 地 上 空 で 確 落 され た1

個 体 は い ず れ も飛 翔個 体 で あ り、空 港 施 牧 及 び V O R ／D M E 施 設

の造 成 に よる消 失 はな い 。また 、改 変 区 域 外 の採 石 巷 及 び ゴ ル フ
者 東側 の 沖 合 で 確 乾 され た 13個 体 に つ い ても、造 成 による消 失

はな い。

13 リュウキュケツミ 2
8巣

‘8
（うち
翔一 体

2）

1l

12
（うち飛翔
せ 体2）

1巣

一 読

消 失 あ り

ゴ ルフ 壊 周 辺 の 二 次 林 、ゴル フ 場 東 側 の海 岸 林 上 空 、良 川 中流

北側 河 畔 の 二 次 林 、暮 川 中 流 南 側 の 山 地 林 、水 岳 末 側 斜 面 、カ

タフタ山 山 頂 部 及 び 西 側 斜 面 、タキ 山 山 頂 部 及 び 北 東 側 斜 面 、

タキ 山兼 及 び キ ツヌン グス 山頂 部 、カラ岳 周 辺 上 空 専 に お い て 2 7

個 体 及 び 8巣 が 確 粧 され た。この うち、改 変 区域 内 で は 、空 港 施

牧 予 定 地 の ゴル フ場 周 辺 の 二 次 林 及 び ホ 川 中 流 北 側 河 畔 の 二

次林 で4個 体 、航 空 陣 音 灯 予 定 地 のカ タフ タ山及 び タキ 山 東 山 頂

部 で6個 体 及 び 1巣 が確 促 され 、巣 に つ い て は移 動 能 力 が な い た

め造 成 により消 失 す るが 、成 鳥 に つ い て は飛 翔 に よる移 動 能 力 が

高 く、改 変 区域 に 近 壊 す るゴ ル フ場 残 地 及 び 改 変 区域 周 辺 に 移

動 可 能 な樹 林 地 が 存 在 す るため 、達 成 に よる消 失 はな い もの ど考

えられ る。な お 、改 変 区 域 内 の ゴル フ 碁 東 側 の 海 岸 林 上 空 及 び

カ ラ周 辺 上 空 で 確 】賂され た2個 体 に つ い て は飛 翔 個 体 で あるた
め、達 成 に伴 う消 失 はな い 。また 、改 変 区 域 外 の水 岳 東 側 斜 面 、

カ タフタ 山 山頂 部 及 び 西 側 斜 面 、タキ 山 及 び タキ 山 東 山 頂 部 、ホ
川 中 流 南 側 の 山 地 林 で 確 罷 され た 15個 体 及 び 7巣 に つ い て も、

造成 による消 失 はな い。

14 チエケヒ 5

2
（ナ べて
飛翔 甘

体 ）

0 0

2
（すべ て
飛 翔卓

体）

消 失 なし

（移 動 能 力

が 高 い）

ゴ ルフ 甘 西 側 の牧 草 地 上 空 、カラ岳 周 辺 上 空 及 び 井 川 中 流 南 側

の牧 草 地 上 空 で 5個 体 が 確 罷 され た。この うち、改 変 区 域 内 の ゴ

ル ア躾 西側 の 牧 草 地 上 空 及 び カラ岳 周 辺 上 空 で 2個 体 が確 乾 さ

れ た が 、い ず れ も飛 翔 個 体 で あ るた め 、達 成 に よる消 失 は ない 。

また 、改 変 区 域 外 のカ ラ岳 周 辺 上 空 、良 川 中 流 南 側 の 牧 草 地 上

空で 確 落 され た 3個 体 に つ い ても、造 成 による消 失 は ない 。

15 ハヤプサ 2 1 0 0 1

消 失 なし

（移 動 能 力

が 高 い）

赤 川 中 流 北 側 河 畔 の 山 地 林 及 び カタフタ山 北 東 側 斜 面 上 空 に

お いて 2個 体 が確 罷 され た。この うち、改 変 区 域 内 で は 、空 港 施

殻 予 定 地 の 轟 川 中 流 北 側 河 畔 の 山 地 林 で 1個 体 が 確 落 され た
が、飛 芦別 こよる移 動 能 力 が 高 く、改 変 区域 周 辺 に移 動 可 能 な樹

林 地 が存 在 す るた め 、造 成 に よる消 失 は ない もの と考 えられ る。ま

た、改 変 区 域 外 の カタフタ山 北 東 側 斜 面 上 空 で 放 散 され た 1個 体

につ い ても造 成 に よる消 失 は ない ．

16 ミフクス●ラ 2 1 8 ○ 0 8

消 失 なし

（移 動 能 力

が 高 い ）

ゴル フ巷 周 辺 の 二 次 林 、耕 作 地 及 び 牧 草 地 、水 岳 及 び カタフタ

山 周 辺 の 二 次 林 、耕 作 地 及 び 湿 地 、カ ラ岳 周 辺 の 放 牧 地 、路
傍 ・休 耕 地 及 び 牧 草 地 、井 川 中 流 南 側 の耕 作 地 及 び 牧 草 地 等

で2 1個 体 が確 隠 され た。この うち 、改 変 区 域 内 で は 空 港 施 設 予 定
地 のゴル フ場 周 辺 の 二 次 林 、耕 作 地 及 び 牧 草 地 、カ ラ岳 周 辺 の

放 牧 地 、路 傍 ・休 耕 地 で8個 体 が 確 課 され たが 、飛 翔 に よる移 動

能 力 が 高 く、改 変 区 域 周 辺 に 移 動 可 能 な耕 作 地 及 び 牧 草 地 、放

牧 地 、路 傍 ・休 耕 地 が 存在 す るた め 、遣 成 に よる消 失 は な い もの

と考 えられ る。また 、改 変 区 域 外 のカ ラ岳 周 辺 の 放 牧 地 、路 傍 ・休

耕 地 及 び 牧 草 地 、♯ 川 中 流 南 側 の耕 作 地 及 び 牧 草 地 専 で 確 罷

され た 13個 体 につ い ても、達 成 に よる消 失 はな い 。


